
２日間２日間

59,000円

35名様 (最低実施人数15名様)

旅行代金

実施人数

①7月10日(金) ②9月4日(金)申込締切

同行します添乗員

旅行期間 2026年 ① 8月8日(土)～8月9日(日)
　　　　  ② 10月3日(土)～10月4日(日)
2026年 ① 8月8日(土)～8月9日(日)
　　　　  ② 10月3日(土)～10月4日(日)

※定員になり次第締め切ります。締切日以降も空席がございましたらご参加
いただけますので、お問い合わせくださいませ。

※上記は、JR上田駅集合・解散の旅行代金です。

〒231-0062　神奈川県横浜市中区桜木町 1-1-7 ヒューリックみなとみらい 11F-4
（営業日：月～金 10：00 ～ 18：00）担当：西須（さいす）・山田・川村・小島
〒231-0062　神奈川県横浜市中区桜木町 1-1-7 ヒューリックみなとみらい 11F-4
（営業日：月～金 10：00 ～ 18：00）担当：西須（さいす）・山田・川村・小島

㈱富士国際旅行社 TEL：045-212-2101/FAX：045-212-2201/Mail: fuji@fits-tyo.comTEL：045-212-2101/FAX：045-212-2201/Mail: fuji@fits-tyo.com

Peace Green Humanity
お問い合わせはこちらお問い合わせはこちら

上田駅集合（集合時刻：13時00分予定）

＊戦没画学生慰霊美術館 無言館

＊山本宣治・タカクラテル記念碑

宿泊場所着、チェックイン、お部屋割り

■夕食（宿泊場所にて）

①
8/8
（土）

日程（宿泊）／食事日程（宿泊）／食事時刻時刻日次日次 都 市都 市 交通機関交通機関

食事：　×・×・夕／上田市内泊

食事：　朝・昼・×

専用車上 田 駅 集 合 ／ 発

上 田 市 内

ホ テ ル 着

13:00

夕方

※当日の交通状況等によっては、スケジュールに変更が生じる場合がございます。予めご了承ください。※当日の交通状況等によっては、スケジュールに変更が生じる場合がございます。予めご了承ください。

※写真はイメージです※写真はイメージです

②
8/9
(日)

専用車

◆平塚らいてう生誕 140 年・らいてうの家 20 周年特別イベントに参加します。
◆戦没画学生の絵画を展示した「無言館」を訪れます。

▲朝食（宿泊場所にて）

＊らいてうの家で記念フェスティバルに参加

上田駅到着、解散　（到着時刻：16時10分予定）

午前

16:10

ホ テ ル 発

長 野 県 上 田 市

上 田 駅 着

食事：　×・×・夕／上田市内泊

上 田 駅 集 合 ／ 発

上 田 市 内

ホ テ ル 着

①
10/3
（土）

上田駅集合（集合時刻：13時00分予定）

＊記念コンサートに参加

＊山本宣治・タカクラテル記念碑

宿泊場所着、チェックイン、お部屋割り

■夕食（宿泊場所にて）

▲朝食（宿泊場所にて）

＊らいてうの家見学

＊戦没画学生慰霊美術館 無言館

上田駅到着、解散　（到着時刻：16時30分予定）

ホ テ ル 発

長 野 県 上 田 市

上 田 駅 着

専用車

専用車 午前

午後

16:30

13:00

夕方

②
10/4
(日)

平塚らいてう生誕 140年

平塚らいてうの家を訪ねる長野の旅

食事：　朝・昼・×



き・り・と・り

株式会社　富士国際旅行社宛　●別紙、取引条件説明書面に記載の旅行条件および旅行手配のために必要な範囲内での運送・宿泊機関等、その他への個人情報の提供について、同意の上、当旅行に申し込みます。

参加申込書　　平塚らいてうの家を訪ねる長野の旅　ご希望の出発日に〇をお付けください→【2026年8月8日（土）・10月3日(土)】

■旅行代金に含まれるもの　

①企画手配料金および手配料金　②交通費：旅程に明示した貸切バス（行程表記載の時間をご利用の場合。乗

務員諸経費含む）③宿泊費：下記および同等クラスの基本宿泊料および消費税、サービス料　上田市内＝中松

屋または同等クラス（2名～3名一室基準）④食事代：旅程表に明示した食事代（朝1回・昼1回・夕1回）　⑤見

学費用：見学時のガイド料　⑥旅行傷害保険（死亡1,000万円、入院１日当たり6,000円、通院１日当たり4,000

円）⑦添乗員同行の費用：1名

■旅行代金に含まれないもの　 

①旅程表以外に行動される場合の交通費、宿泊料、飲食費等　②集合・解散場所までの交通費、前後泊の費用

③お食事時のお飲み物代　④一人部屋追加料金（10,000円）

■お部屋割り：お部屋は基本2名～3名一室です。※宿泊先の状況によりお一人部屋の手配ができないこともあ

ります。また、相部屋をご希望の場合でもお部屋割りによりお一人部屋をご利用いただく場合があります。そ

の際は一人部屋追加料金を承ります。あらかじめご了承ください

旅行条件の詳細は「旅行業約款」（募集型企画旅行契約）により

ます。この旅行は2026年5月1日現在を基準としています。　

■旅行契約の解除：参加者が最低実施人数に達しなかった場合は、

旅行を中止することがあります。この場合は出発の13日前迄にお

知らせします。

＜取消料＞  お客様都合で旅行を取消す場合は、下記の取消料をお

支払いいただきます。

＜解除時期・取消料＞

旅行費用の40%旅行開始日前日

旅行費用の30%旅行開始日前日から起算して遡って7日前以降

旅行費用の20%旅行開始日前日から起算して遡って30日前以降

取消料契約の解除期日

旅行費用の100%旅行開始後の解除、無連絡不参加
旅行開始日当日 旅行費用の50% 信南交通、メートー観光株式会社、七福神観光、　など

①同封の国内企画旅行取引条件説明書面をご確認の上、下記申込書にご記入いただき、富士国際旅行社宛に郵送・FAXでお送りください。（国内企画旅行取引条件説明書面の同封が

ない場合は、お申込書が届き次第、旅行社より郵送します。）②申込金20,000円（旅行費用内金）または旅行費用全額を富士国際旅行社宛に下記郵便振替口座へご送金ください。

（申込書と申込金の両方の到着をもって正式申込）恐れ入りますが、振込手数料は各自ご負担願います。なお、大変恐縮ではございますが、金融機関振込票のお客様控をもって領

収書に代えさせていただきますので、ご了承ください。（領収書の郵送が必要な方は弊社までご連絡ください）

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③ツアー実施が決定しましたら、弊社よりご連絡いたします。④ツアー実施決定後、ご出発の約10日前には出発当日のご案内や日程の詳細などの、ご旅行資料を送付いたします。

郵便振替口座番号　　00140-4-39332　加入者名　　株式会社　富士国際旅行社

利用予定バス会社

●お申込み方法

観光庁長官登録旅行業84号　 JATA正会員

富士国際旅行社
旅行企画・実施

TEL：045-212-2101 FAX：045-212-2201 HP : http://www.fits-tyo.com/
E-mail：fuji＠fits-tyo.com　 担当：西須・山田・川村・小島
TEL：045-212-2101 FAX：045-212-2201 HP : http://www.fits-tyo.com/
E-mail：fuji＠fits-tyo.com　 担当：西須・山田・川村・小島

株式会社
営業時間：月～金曜日／AM10：00～PM18:00

（月・土・日・祝日は休ませていただきます。
営業時間：月～金曜日／AM10：00～PM18:00

（月・土・日・祝日は休ませていただきます。

●この旅行に関するお問合せ・お申込みは下記まで

〒231-0062 神奈川県横浜市中区桜木町1-1-7ヒューリックみなとみらい11F-4

●ご旅行条件 ●ご旅行要項

 総合旅行業務取扱管理者：西須　輝理

性別

男
女

年齢

歳

ふりがな

同行
ご家族

(〒　　　ー　　　　　　）

性別

男
女

年齢ふりがな

電 話

携帯番号

（　　　　　）　　　　―

（ ） ―住所

氏名

緊 急
連絡先

連絡
先名
住所

tel(　　　)　　　－

(続柄:　　　)

歳

FAX【可・不可】

部 屋 タイプ □一人部屋利用/追加料金(10,000円)がかかります。
□２名～３名参加：（　　　　　　　　　 ）様と同室を
　希望
□２名～３名部屋：どなたでも良い(男女別）

生年月日 年 月 日西暦

戦没画学生慰霊美術館　「無言館」平塚らいてう
　戦没画学生慰霊美術館「無言館」は窪島誠
一郎氏により、信濃デッサン館の分館として
1997年に開館しました。日中戦争およびアジ
ア太平洋戦争で戦死した画学生たちの作品
や、遺品などの資料を収蔵、展示していま
す。館内の壁に沿って絵画を展示し、それぞ
れの作品の近くに画学生たちの手紙、スケッ
チブック、パレット、手帳、写真などが展示
されています。2008年には隣接地に第二展示
館「傷ついた画布のドーム」が開設され、無
言館だけでは展示しきれない画学生の作品を
展示し、「オリーヴの読書館」を併設してい
ます。入り口前には「記憶のパレット」とい
う名で、戦
没画学生の
慰霊碑が置
かれ、画学
生たちの名
前が刻まれ
ています。

　平塚らいてうは戸籍名を明（はる）といい、
1886（明治19）年2月10日東京で生まれまし
た。日本女子大学校卒業後、女性が自由に力を
発揮することのできない社会に疑問を抱き、
1911(明治44）年、雑誌「青鞜」を発刊、「新
しい女」として非難されてもひるみませんでし
た。年下の青年奥村博史と法律に寄らない結婚
をして二児の母となり、第一次世界大戦後「女
性の手で平和な世界を」と訴えて市川房枝らと
新婦人協会を結成、消費組合や医療組合にも参
加しました。戦後は日本国憲法九条に共鳴して
「非武装・非交戦」の立場から原水爆禁止、軍
事基地反対、ベトナム戦争反対、母親運動など
をすすめ、「わたくしたちの敵はただ戦争だけ
」と平和を訴えました。
国際民婦連副会長などを
つとめ、1971（昭和46）年
5月24日85歳で死去しました。

(らいてうの家パンフレットより) 無言館　第二展示館無言館　第二展示館

らいてうの家
　「らいてうの家」は、22歳の時信州に
滞在したらいてうが、戦後「いつか小さ
な家でも建てて野の花、野の鳥と親しみ
たい」と入手したあずまや高原の一角
に、完成した山荘風の家です。遺品やパ
ネルの展示、講座やコンサートの開催、
植樹や森林散歩など地域の方々と共に企
画・実施をされています。学びと安ら
ぎ、出会いのひろばとして全国から来館
者が訪れています。

(らいてうの家パンフレットより)


